 (
2011/
12/9
　新井廉
)
 (
テーマ：未定　　コンセプト：高齢社会下で地方銀行は何ができるのか
)

 (
地方銀行
による高齢化への対策
　　　
高齢化の弊害を防ぐ策
高齢化の恩恵を活かす策
) (
高齢化が地方銀行
に与えること・与えていること
　　　いくつかに分類。影響を受けて、動いてること
) (
高齢化の現状分析
　　　
高齢化とは。その現状。
)

 (
地方銀行として地域活性化に貢献できること
　　
　
ビジネスとして
－
　　　ＣＳＲとして
－
)




 (
本日の流れ
)
 (
高齢社会下での地域金融機関のあるべき姿
) (
高齢化の現状～金融機関への影響
)

 (
今後の地域金融機関経営
－個人・企業・地域－
)


 (
高齢化の現状～金融機関への影響
)


 (
前回のあらすじ
：日本は高齢化＋人口減少が同時に起こる人口オーナス社会
)

 (
今回
：現状として、金融機関へどのように影響しているのか
)
 (
高齢人口比率と個人預貯金伸び率
（
出所：堀江
康熙
『高齢社会の進行と地域金融機関経営』）
)[image: ] (
高齢化の進行と
金融資産
の動向
)

 (
高齢化が進行するに連れて、個人預貯金の伸び率が低下していることが分かる。高齢化と預貯金の増加には相関が覗える。
)


 (
１年前と比べた金融資産の増減
（出所：堀江康熙『高齢社会の進行と地域金融機関経営』）
)[image: ]










 (
６０歳以上の世帯で預貯金の取り崩しに依存する世帯が年々増えている。それにおり、６０歳以上の世帯で金融資産の減少も増大している。
)



 (
高齢世帯に於ける金融貯蓄の減少要因
（出所：堀江康熙『高齢社会の進行と地域金融機関経営』）
)[image: ] (
では、何故減少するのか
)

 (
最も多い原因は定期的な収入が減少していること。その上、この原因による金融資産減少は年々増えている。
)



 (
次回予告
)
 (
相続と関連して、地方で住む高齢者が亡くなった場合に、都市圏で住む子供へ金融資産が移動するケースが増えている。つまり、都市圏以外の地域では、金融資産の減少と流出が同時に起こっている。
（詳しくは次回に）
)






 (
高齢化の進行と不良債権の動向
) (
地域
の高齢率と不良債権比率
（
出所：
堀江康熙
『
高齢化と地域金融機関の経営
』）
)[image: ]

 (
高齢化の進行が不良債権の増加に相関が覗える
)

 (
まとめ
)
 (
高齢化の進行は、個人金融資産（預貯金）の減少と不良債権比率の増大に悪い影響を与えている。これは地域経済・金融機関の経営に多大な影響を与えていくことが推測される。
このような状況が進行していく中で、金融機関経営がどのように変化していくのかもう少し調べてみます。
)






 (
ちなみに・・・
)

 (
人口１０万人以上の都市
)[image: ] (
その他の市町村
)[image: ]
 (
市区町村別にみた地銀の店舗数
)

 (
人口の多い都市では高齢人口比率が高い地域では
店舗数が
少し
減ってる傾向がある
。一方、人口の少ない地域では高齢人口比率の高い地域に店舗数が増えている。これは
人口の少ない地域では、高齢化が進んでも撤退
できないことの表れか？
信金でも同様の結果が見られる。
)







 (
（出所：堀江康熙『高齢化と地域金融機関の経営』）
)


 (
高齢社会下での地域金融機関のあるべき姿
)


 (
地域金融機関そもそも
)
 (
特定の地域に根差し、地域経済の発展を支援している。つまり、地域と運命を共にし、地域が発展しないと地域金融機関の発展はできない。そのため、地域の個人・企業へサービスを提供している。
)


 (
これからは？
)
 (
ほぼ例外なく、日本の地域は高齢社会が更に進んでいくはず。今のまま、地域の個人・企業だけに融資を中心としたサービスを行うだけでは地域経済の縮小は免れない。
)



 (
だとしたら？
)
 (
個人・企業という視点だけではなく、地域全体の発展という側面を視野を入れた活動を行う必要がある。地域の特性を知り、地域のネットワークを持ち、地域と運命を共にする地域金融機関にしかできないし、やらないと地域金融機関に将来はないのでは。
)



 (
あるべき姿
)
 (
①地域の個人・企業
から利益
を得て
)[image: http://www.city.meguro.tokyo.jp/gyosei/keikaku/keikaku/kankyo_hozen/kankyo_keikaku/mokuhyo/images/image2.jpg.han002_4_1i] (
地域社会
)[image: http://www2.edu.ipa.go.jp/gz/f-ccc1/f-cpd1/f-cqh1/f-cqn1.jpg] (
地域金融機関
) (
②地域振興のため利益を地域に返す
)









 (
今まで行ってきた個人・企業へのサービスを進めていき、そこから生まれた利益の一部を地域の中・長期的発展のために地域振興活動に使う。
)



 (
まずは、地域で利益を出さなくては地域振興なんてしてる余裕がないので・・・
個人向けサービス・企業向けサービスの向上と高齢社会を意識したサービスでニーズに応え収益を獲得。
そして、地域活性化策！
)



 (
なので、あるべき姿を実現するために地域金融機関が行うべきこと（
？）として、個人・企業・地域の３つの視点で考えていきます。
)





 (
今後の地域金融機関経営－個人・企業・地域－
)

 (
今後の個人向けサービスとは？
) (
個人
へ
) (
（
前回の）年金サービスに加えて・・・
)




 (
子育て応援定期預金
)
 (
少子高齢化対策の取り組みとして、多子家族に金利を上乗せする定期預金の提供や、子育てしながら働きやすい環境づくりにも力を入れている
。
地域社会の継続的な発展のために信金の多くでやってる。
)


 (
高齢者の起業支援
)
 (
高齢化の進行で労働力が減少するならば、地域で雇用の促進を支援すれば良いのでは！そのために、金融機関が高齢者の起業を支援が必要
。
)


 (
日本政策金融公庫のシニア起業家支援基金
)
 (
設備資金及び長期運転資金
のために、低利で融資
を行ってシニア起業家（
対象は５５歳以上）を支援
)

 (
高齢社会下では地域金融機関こそ高齢者の起業支援を行うべきではないか。地域をよく知る金融機関が、地域に合った起業を融資だけでなく親密に支援していく体制が必用なのではないだろうか。
)




 (
企業
へ
) (
今後の企業向けサービスとは？
) (
中小企業経営者に対するアンケートで
は、
退職を
希望する年齢は６４
.
５歳であった。団塊の世代が６５歳近くの年齢になる「２０１２年問題」が懸念される中で、事業承継問題は中小企業の大きな課題となっている。同時に、地域の優良企業が後継者不足で廃業すれば、地域金融機関にとっては取引先を失うだけでなく、地域経済への悪影響から大きな損失を被りかねない。そこで、地域金融機関による事業承継問題への取組みが必要である。
) (
中小企業の社長交代率
（出所：国立国会図書館「調査と情報」
)[image: ] (
事業承継問題
) (
後継者不足の問題を解決する手段の一つとして、地元優良企業への譲渡が考えられる。地域の企業では地縁により問題が生じる可能性がある上に、地域経済の活性化のためにも、地元の優良企業へと譲渡を提案するのが望ましい。
) (
事業承継型Ｍ＆Ａ
)


















 (
結果
) (
（この例は高齢化とは関係ないけど・・・）
観光のプロを呼んだり、地域の旅館を一つの地域として振興に取り組めるようにできるのは、地域金融機関だからこそ。そして、
地元産業・地域経済の衰退を危機と感じ、本格的な地域振興に取り組んでいく姿勢は、これからの高齢社会では必要！
) (
金融機関が地域にできることは？
) (
地域へ
)

 (
第四銀行：
観光支援事業
)
 (
２００４年に起こった中越地震の影響、観光が盛んな中越地方の観光客が激減した。中越地方の旅館では、「何とかしたい。けど、何をすればいいのかわからない」と悩んでいた。観光の衰退は、観光業だけでなく、地域の飲食業・小売業・サービス業の衰退を引き起こし、地域経済全体の低下に繋がりかねない。そこで、地元の第四銀行は観光地の復興のために、ＣＳＲの一貫として観光支援事業へと取組みだした。
)




 (
実際の取組み
)
 (
地域振興室を設置し、関連シンクタンクと協力しながら、関連シンクタンクと協力して観光のプロを呼んだり、観光客へのアンケートを取るなど、現状の問題点を調査し、その解決へ。一方で、旅館を中心として観光地振興のための話し合いの場を設けるなど、地域が一つとなって地域振興を行っていく手助けをした。
)





 (
支援の結果、観光客の増加は増加し、旅館の売上も向上した。第四銀行はこの成功体験を基に、「だいし観光学校」を開設した。ここでは、観光地全体の活性化だけではなく、集客方法・財務・人材育成など個々の旅館の経営指導も行う。
)









 (
常陽銀行：地元産業の振興
)
 (
企業立地面積・県外企業立地件数全国１位という茨城県の特徴を活かして、地域のものづくり企業と大手製造業の県内生産拠点のビジネスマッチングを行っている。
)


 (
特徴的な活動
)

 (
行員の営業の延長線上でのビジネスマッチングだけではなく、日産自動車向けの技術提案型展示商談会「いばらき圏　技術なう」を常陽銀行が開催している。大きな商談会を開催することで、地元産業の活性化に貢献している。
)



 (
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